


    
    


    




    Chapter　１
    　その若き剣士の名前はプレイズ。


　先祖代々モンスター退治を生業としている家で育ち、父親のあとを継ぐために幼い頃からモンスターを倒す技を学び鍛え続けていました。


　幼いころに母を亡くしたプレイズは、父親にほめられることが一番の幸せでした。ほめられると、父親にとても愛されているような気持ちになり心が落ちつくからです。だから少しでもほめられるようにと、父親の言うことはなんでもすなおに聞き、学び、訓練し、技を鍛え続けていたのです。


　プレイズが１８歳になった時のことです。


　彼は地元の村人を長年おびやかし続けた凶暴なドラゴンを倒すことに成功しました。それは父親にもできなかった偉業でした。村人全員は彼をほめたたえ尊敬しました。プレイズは生まれて始めて父親以外の多くの人々にほめられたことに、この上もない喜びと幸せを感じ、有頂天になりました。


　それからプレイズには、モンスター退治の仕事が次々と依頼されるようになりました。彼はもっと人々にほめられようと、依頼を全力でこなし、すべてを成功させてゆきました。そして、いつしか彼は人々から「親の言うことをすなおにきく良い息子」「１００年にひとりのモンスター退治の天才」などと良い噂をされるようになりました。プレイズの父親はそんな息子を誇らしく思い、あちらこちらで我が子の自慢をしました。










    Chapter　２
    　ある日のこと。プレイズはとなり村から、モンスターの亡霊退治の依頼をされました。


　その亡霊は満月の深夜になると現れ、一晩中大声で泣き叫び続けて村人たちを睡眠不足におとしいれていたのです。いつものプレイズなら、なんのためらいもなく引き受けるところでしたが、なぜかその依頼に対してはいまいち気が乗りませんでした。しかし、それを断ると村人たちから嫌われ、悪い評判がたつかもしれないと思い、しぶしぶ引き受けることにしました。


　満月の光が村を照らし出す深夜。そのモンスターの亡霊は村の真ん中にある広場に現れました。村人たちが見守る中、プレイズは背負った「霊殺しの剣」を引き抜き上段にかまえて亡霊に斬りかかろうと突進しました。しかし、プレイズは亡霊の手前で驚きの表情を見せると急にその足を止めてしまいました。なぜなら、その亡霊はモンスターではなく、幼い人間の少年だったからです。プレイズが斬りかかるのをためらっていると、その少年の亡霊はワンワンと大声で泣きながら消え去ってしまいました。プレイズは生まれて初めて依頼された仕事に失敗してしまいました。


「なにやってんだよ！」
「あんなショボイ亡霊にびびるとは、モンスター退治の天才が聞いて呆れるよ！」


　村人たちはプレイズの失敗を次々と罵りました。プレイズは生まれて初めて他人からほめられず、けなされたことにとてもショックを受けました。


　肩を落としながら家に帰ったプレイズは、父親に失敗のことを正直に報告しました。すると父親は冷ややかな目で吐き捨てるように言いました。


「ふん、情けないやつだ。この俺に恥をかかせおって……」


　幼い子どもの頃から、ずっと自分のことをほめ続けてくれた父親が、始めて自分のことを罵ったのです。プレイズは父親に見捨てられたような気持ちになり、今まで体験したことのない恐ろしいほどの孤独感に襲われ悲しくなりました。そして、たえきれなくなって家を飛び出してしまいました。


　それから、プレイズは家に戻ることは二度とありませんでした。








    Chapter　３
    　プレイズが家を飛び出して１０年の月日がたちました。


　ある村の酒場で異常なほどの重装備をした剣士が、ひとりで安酒を飲んでいました。商人かと勘違いしてしまうほど大量の武器を背負い、いくつも重ね着した鎧のせいで体は膨れ上がり、どんな音も聞き逃さない集音器が付いた兜からは鋭く光る目がのぞいていました。


　その異様な姿の剣士……。それは２８歳になったプレイズでした。


　プレイズの異様な姿は、見ようによっては連戦連勝の最強のモンスター退治屋に見えなくもありませんでした。しかし、見方を変えれば弱い自分を守るための重装備に見えなくもなく、兜からのぞく目も、まるで自分を傷つける者は誰も許さないぞと威嚇するようなゆがんだ光を放っているようにも見えました。


　１０年前に家を飛び出したプレイズが、その後どうやって生きてきたのかは誰も知りませんでしたが、いずれにしても今の彼は巷の人々から「絶対負けない退治屋」と噂されるようになっていました。なぜなら、プレイズは相手がモンスターだろうが人間だろうが負けることを極度に嫌い、とにかくどんな手を使ってでも勝つことしか考えなかったからです。モンスター退治で得た報酬はすべて武器や防具の購入に費やし、依頼されたモンスター退治も相手が自分より強そうだったらすべて断りました。また、誰かとちょっとした口論になった時も、嘘や屁理屈を使ってでも相手を言い負かし、自分のプライドを傷つけないようにしました。


　当然ながら、そういうプレイズの態度に対して、彼の悪い噂を流そうとする連中もいましたが、プレイズはそれよりも早く兜に付けた特殊な集音器で彼らの悪口を聞きつけ、その連中をコテンパンに痛めつけて悪い噂を流させないようにしました。ですから巷からプレイズの事を悪く言う者はいなくなりました。もちろん、良く言う者も……。









    Chapter　４
    　それから十数年後……。


　４０歳を過ぎたプレイズはすっかり中年の男となり、その体力も若い頃に比べてかなり劣っていました。そして、相変わらずの異常な武器鎧の重装備も、いつしかプレイズの重荷となるようになり仕事にも影響が出るようになりました。だからと言って彼には今更それを脱ぎ捨てる勇気もなく、重々しい動きで安いモンスター退治の仕事をこなしながら、その日暮らしの生活を続けていました。


　そんなある日のこと。プレイズはある村人から仕事を依頼されました。プレイズはその依頼内容を聞いてとても動揺し、めまいを感じました。なぜならそれは、プレイズが１８歳の時に生まれて始めて失敗した同じモンスターの亡霊を退治する仕事だったからです。


　プレイズは、その場でその依頼を断りました。すると村人は「本当は倒す自信がないんだろ」と言いながらプレイズに向かってバカにしたような目つきをしました。


「ふざけるな！　俺を誰だと思ってるんだ」


　他人にバカにされたり、けなされたりするのが死ぬほど嫌いなプレイズは、つい感情的になり勢いでその依頼を引き受けてしまいました。









    Chapter　５
    　そして満月の夜……。


　プレイズがモンスターの亡霊退治に来たその村は、２０数年前のあの日とほとんど変わっていませんでした。村人に見守れながら、プレイズは村の広場で亡霊が出るのを待ち続けました。しばらくすると月が厚い雲に隠れ、村は闇につつまれました。すると、あの時のように少年の姿をした亡霊が大声で泣きながら現れました。


「また人間の子どもなんかに化けやがって。今度はその手にのるか！」


　プレイズは自分の人生を狂わせた亡霊を今度こそ倒そうと、恨みと憎しみのこもった目で背中から「霊殺しの剣」を引き抜き、その亡霊に斬りかかろうと突進しました。ところがプレイズは、なぜかまたその亡霊の手前で急にその足を止めてしまいました。


「お、おまえは……」


　驚愕し、体をブルブルと震わすプレイズをまるで無視するかのように、その亡霊は泣きながらスッとその姿を消してしまいました。


「おいおい、失敗かよ！」
「なにビビってるんだよ！」
「あんな奴も倒せないなんて、プレイズ様の名も地に落ちたもんだな！」
「プライドばかり高くて、実力はなしか！」
「引退しやがれ、老いぼれ！」


　亡霊退治に失敗したプレイズを村人たちが次々と罵りました。プレイズはあの２０数年前の悪夢を思い出し、体からすべての力が抜けてゆくのを感じました。


「あんな老いぼれに、あんな大げさな武器や防具はもったいないぜ！」


　数人の乱暴な若者たちがそう吐き捨てるように言いながら、力なく某然と立ち尽くすプレイズに一斉に襲いかかりました。若者たちは全員でプレイズを殴る蹴るして痛めつけ、彼が持っている大量の武器を奪い、重ね着した鎧を全てはぎ取ってしまいました。


「この武器や鎧を売った金で、もっと若くて強いモンスター退治屋を雇おうぜ！」


　乱暴な若者たちは、気絶してフンドシひとつで地面に転がっているプレイズを嘲笑いながら去って行きました。他の村人たちも、皆ガッカリした表情をしながらその場から去って行きました。









    Chapter　６
    　しばらくして、雲間から現れた満月の光が、気絶し地面に転がっているプレイズの姿をはっきりと浮かび上がらせました。それは重装備の姿からは全く想像できない、痩せこけ、垢にまみれ、疲れ切った中年の男の哀れな姿でした。


　気絶から目覚めたプレイズは、体中の痛みをこらえながらヨロヨロと立ちあがりました。そして村から立ち去ろうと歩き始めたその時、再び目の前に少年の姿をした亡霊が泣きながら現れました。しかし、プレイズはもう驚きませんでした。そして、その亡霊に向かってポツリとつぶやきました。


「なぜ俺がいるんだ……」


　なんと、その少年の亡霊は幼い頃のプレイズとそっくりだったのです。いや、そっくりではなく、そのものでした。


　幼い頃のプレイズの亡霊はプレイズのつぶやきに反応せず、相変わらず大声で泣き続けていました。


「なぜ泣き続けているんだ？　答えてくれ、幼い俺よ……」


　すると、その亡霊はそれに答えるかのようにプレイズの頭の中に、あるイメージを浮かび上がらせました。それはプレイズが６歳の頃に体験した父親とのやりとりでした。









    Chapter　７
    　夜の山の中。退治したモンスターに剣を突き立てた父親が、誇らしげにプレイズに話しかけています。


『見ろ、プレイズ！　これが先祖代々、我家に伝わる誇り高き仕事だ。おまえもこの仕事を引き継ぎ、国一番のモンスター退治の剣士となるのだ』


　幼いプレイズは、苦しんでいるモンスターを見て震えながら言います。


『やだ。かわいそうだよ……』


　それを聞いた父親は、まるで自分の事をけなされたかのように顔をゆがませ、とても怒ります。


『そうか。では、おまえは私の子である資格はない。家に戻るな！』


　そう言いながら父親はプレイズをひとり残して、さっさと去ってゆきます。夜の山の中に置き去りにされたプレイズは一晩中ワンワンと泣き続けます。そして泣きながら夜空の満月に向かって大声で叫びます。


『ごめんなさい、お父さん！　ぼくお父さんの言うことを何でも聞く良い子になる。立派なモンスター退治の剣士になる。だから、だから、ぼくをひとりにしないで！』


　すると、実は木の陰に隠れてプレイズの様子をこっそりと見守っていた父親が現れます。


『よくわかってくれたな、プレイズ。おまえは人々を苦しめるモンスターどもを退治し、人々からほめられ、尊敬される立派な剣士になるのだ』


　プレイズは泣きじゃぐりながら父親に飛びつきます。


『ぼく、がんばる！　お父さんや、みんなにほめられる立派な剣士になる！』
『うむ……。良い子だ、プレイズ』


　父親はプレイズを抱き上げ思い切り抱きしめます。抱きしめられた幼いプレイズは父親の体温を感じながら、この上もない安心した気持ちになり、いつしか泣き疲れて父の胸元で寝てしまいます。


……そこで、プレイズの頭の中のイメージは消え、彼は現実に戻りました。









    Chapter　８
    　プレイズの目の前にいる幼いプレイズの亡霊は、相変わらず泣き続けていました。


「そうか。おまえは、あの時の俺だったのか……」


　プレイズは、その泣き続ける自分の亡霊をぼんやりと見続けました。そして、しばらくして何かに気づいたようにつぶやきました。


「そうだったのか……。俺がこんな生き方しかできなかったのは、心の奥で何十年もずっと泣き続けていた、あの幼い俺に気づいてあげなかったせいだったのか……」


　プレイズはゆっくりと亡霊の前に歩み寄り、そして幼い自分に向かって言いました。


「ごめんな、俺。もう大丈夫だよ。もう泣かなくていいから……」


　すると、その亡霊は驚いて泣くのをやめ、ぐずりながら言いました。


「でも、ぼく、良い子になってお父さんにほめられないと、またひとりぼっちにさせられる……」
「大丈夫。良い子にならなくても、だれからもほめられなくても、ひとりぼっちにはならないから」
「ほ、ほんと？」
「本当だよ」
「ほんとに、ほんと？」


　プレイズは、幼い頃の自分の亡霊の目をやさしく見つめながら、何かを決心したかのように言いました。


「ああ、本当だよ。そんなに信じられないんだったら、今からの俺を見ているといい」


　亡霊は何も答えませんでした。でも、ぐずるのをやめ、何十年も泣き続けてゆがんでしまったその顔を、一生懸命に笑顔にしようとしました。


「やっと笑えそうだね」


　プレイズは亡霊に向かって微笑みました。その微笑みを見た幼い頃のプレイズは、安心したかのようにその姿を消してゆきました。


「これで、やっと俺も自由になれるのかな……」


　プレイズは、ふぅ～と長いため息をひとつついて、村を出て行きました。









    Chapter　９
    　村を出たプレイズは、夜の山道をあてもなくトボトボと歩き続けました。


　しばらく歩くと、プレイズは一匹の小さな子どものモンスターと遭遇しました。プレイズに気づいたそのモンスターは警戒しながら、じわじわと近づいてきました。プレイズは一瞬身構えましたが、武器も防具もないフンドシひとつの裸の身。いまさら闘っても勝ち目はないだろうと覚悟を決めました。でも、その表情に悲しみはなく、むしろ晴れ晴れとしていました。


「（もう負けてもいいんだ。もう誰からほめられなくても、人の評判を気にしなくてもいいんだ……）」


　プレイズの目の前まで近づいた子どものモンスターは、闘う意思を全く見せない彼を不思議に思いたずねました。


「おまえ人間だろ。オレと闘わないのギャ？」
「ああ、闘わない……」
「なんでだギャ？」
「もういいんだ、必要なくなった……」
「そ、そうか。変な人間だギャ。ところで、おまえフンドシひとつで寒くないのギャ？　夜の山はこれからもっと寒くなるギャ。よかったら、オレが持ってる木の皮の衣をあげようギャ？」


　プレイズは予想もしなかったその子どものモンスターの優しい言葉を聞いて、心の奥にある錆び付いた扉が突然開き、中から温かいものが飛び出してくるような気がしました。そして、思わず涙をボロボロとこぼしてしまいました。


「な、なんで泣くんだギャ？　変な人間だギャ……」


　突然泣き出したプレイズに、子どものモンスターは驚きキョトンとしました。プレイズは涙をふき、笑顔を作りながら言いました。


「ありがとう。やさしいね。そうだ。君にお願いがあるんだ」
「な、なんだギャ？」
「よかったら、俺の友だちになってくれないか？」
「ええっ！？　突然、なに冗談言ってるんだギャ」


　子どものモンスターはとても驚いて後ろに引っくり返ってしまいました。


「冗談なんかじゃないよ。俺には頼れる友だちが一人もいないし、それに行くあてもないんだ……」
「そうなのか。それはつらそうだギャ……。でも、オレらみたいな連中とかかわり合うと、人間の世界で悪い噂がたっておまえが苦しむギャ。やめといた方がいいかもギャ」


　プレイズは、子どものモンスターの気づかいに対して笑顔で答えました。


「大丈夫。周りからどう見られようが、俺はもうかまわないんだ。俺はやっとあの日の俺から自由になれたから……」


　子どものモンスターは、プレイズが何を言っているのかその意味が分かりませんでした。でも、彼の笑顔を見ながら何の疑いもなく約束しました。


「わかったギャ。オレなんかでいいのなら、喜んで友だちになるギャ！」


　プレイズはもらった木の皮の衣を身にまとい、子どものモンスターと仲良く山奥に向かって歩いて行きました。彼らの頭上高くには、その様子を見ていた幼い頃のプレイズの亡霊が浮かんでいました。


「ほんとうだ。ボクはもう大丈夫なんだ」


　幼い頃のプレイズの亡霊は笑顔でそう言うと、やさしい満月の光に吸い込まれるようにその姿を完全に消し去りました。









    Chapter１０
    　それから、数年後……


　いつしか国中に、ある噂が流れ始めました。


　それは、山奥でモンスター達と一緒に暮らしているという、人間を裏切ったひとりの男が、「モンスター達を意味もなく殺すな！」と言いながらモンスター退治屋たちの仕事を次々と妨害しているという悪い噂でした。


　その裏切り者の男が妨害するところを何度も見たことがあるという村人が言うには、その男は武器をいっさい持たず、胸を張りながら力強い声で相手を説得するそうです。そして、そのあまりの堂々とした自信のある態度に、ほとんどのモンスター退治屋が引け目を感じてコソコソと逃げてゆくそうです。


　どうやら、プレイズは今も元気に生きているようです。
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